
 第２8－14号 

 
日時： 平成２８年１２月２５日（日）１３時～１５時 天候：晴れ 気温１0℃      

場所： 神奈川県自然環境保全センター 自然観察園  

 

テーマ「動植物の冬越しの工夫」 

冬至も過ぎ、今年最後のミニ観察会となりました。冬の傾いた陽ざしの中で冬鳥の鳴き声を楽しく聞きながら

動植物の冬を過ごす工夫を観察しました。厳しい冬の寒さや雪害などから植物は春を目指し葉芽や花芽を毛

や硬い皮、樹液、葉柄が芽を保護している仕組みなどをハクウンボクやクロモジなどで観察しました。昆虫たち

もヨコヅナサシガメが群れになり樹皮の陰で冬を過ごしている様子、プラタナスグンバイが樹皮の内側で過ご

し、クヌギカメムシの卵がひそかに樹皮の深い溝に息づいているのを観察しました。 

 
ムクロジの樹の下で羽根つき 

 

冬の陽ざしの中での観察会 

 

鳥類ではツグミ、カシラダカ、ジョウビタキ、エナガ、シロハラ、カルガモ、コガモ、ヤマガラ、カワラヒワ、 

ウグイス、シジュウカラ、コゲラ、ヒヨドリ、メジロを観察しました。 

 

 

ソシンロウバイの花 

 

ツルグミの花 

 

キハダの葉痕 

 

冬空にセンダンの果実 

 

ユリノキの冬姿 

 

クヌギカメムシの卵 

自然環境保全センター主催ミニ観察会の当クラブ担当は、毎月第４日曜日と指定された祝日です。午後１時本館 

玄関前集合です。私達と午後のひとときを自然の中で過ごしませんか。 

ＮＰＯ法人 かながわフィールドスタッフクラブ 

http:://www.npokfsc.com/ 


